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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 2001年11月１日から無期限です。
運 用 方 針 信託財産の成長をはかることを目的として、積

極的な運用を行います。

主要投資対象

Ｄ Ｉ Ａ Ｍ
ジ ャ パ ン ・
セレクション
<ＤＣ年金>

ジャパン・セレクション・マ
ザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。

ジ ャ パ ン ・
セレクション・
マザーファンド

わが国の株式を主要投資対象と
します。

運 用 方 法

株式の実質組入比率は、原則として高位を維持
します。ただし、市況動向によっては株価指数
先物取引やオプション取引の利用を含め、株式
比率を低下させることがあります。
マザーファンドにおいては、国内の全上場銘柄
を投資対象とし、アクティブ運用を行います。
Ｍ＆Ａ、自社株買い、リストラ等により収益力
の向上やＥＰＳの増加が期待できる成長株を中
心に、銘柄数を絞り込んで投資します。企業評
価では主として収益力や技術力といった成長力
に着目すると共に、バリュー面からのチェック
も行います。

組 入 制 限 株式への実質投資割合には、制限を設けません。
外貨建資産への投資は行いません。

分 配 方 針

年２回の決算時（原則として３月、９月の各
17日。休業日の場合は翌営業日。）に、基準
価額水準を考慮した上で、配当等収益および売
買益等の範囲内で分配する方針です。ただし、
分配対象額が少額の場合は分配を行わないこと
があります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「ＤＩＡＭジャパン・セレク
ション<ＤＣ年金>」は、2020年３月
17日に第37期の決算を行いました。こ
こに、運用経過等をご報告申し上げます｡

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

ＤＩＡＭジャパン･セレクション<ＤＣ年金>

運 用 報 告 書（全体版）
第37期<決算日2020年３月17日>
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1－　　－

■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株式組入

比 率

株式先物

比 率

純 資 産

総 額(分配落) 税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

(ＴＯＰＩＸ)
(参考指数)

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
33期(2018年３月19日) 21,985 0 6.1 1,719.97 3.1 97.4 2.0 3,088
34期(2018年９月18日) 22,599 0 2.8 1,759.88 2.3 98.1 1.5 3,162
35期(2019年３月18日) 19,933 0 △11.8 1,613.68 △8.3 98.4 0.9 2,711
36期(2019年９月17日) 20,459 0 2.6 1,614.58 0.1 99.3 0.5 2,684
37期(2020年３月17日) 16,693 0 △18.4 1,268.46 △21.4 99.4 － 2,001

（注１）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注３）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など

同指数に関するすべての権利・ノウハウおよびＴＯＰＩＸの商標に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商
品は、㈱東京証券取引所により提供、保証または販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行または売買に起因するい
かなる損害に対しても、責任を有しません（以下同じ）。

（注４）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

ＤＩＡＭジャパン・セレクション<ＤＣ年金>

■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率騰 落 率 (ＴＯＰＩＸ)

(参考指数) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2019年９月17日 20,459 － 1,614.58 － 99.3 0.5

９月末 20,525 0.3 1,587.80 △1.7 98.4 0.5
10月末 21,389 4.5 1,667.01 3.2 98.4 0.5
11月末 21,730 6.2 1,699.36 5.3 98.9 0.5
12月末 22,211 8.6 1,721.36 6.6 98.7 －

2020年１月末 22,016 7.6 1,684.44 4.3 99.4 －
２月末 19,847 △3.0 1,510.87 △6.4 99.1 －

（期　末）
2020年３月17日 16,693 △18.4 1,268.46 △21.4 99.4 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注３）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2019年９月18日から2020年３月17日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。

基準価額の主な変動要因
　米中貿易交渉における部分合意を受けて米中対立を取り巻く不透明感は和らいだものの、新型コロナウイルスの
世界的な感染拡大を受けて、世界経済や企業業績への懸念が高まったことで、国内株式市場は期末にかけて急落し
ました。業種配分や銘柄選択は奏功して、ポートフォリオのパフォーマンスは国内株式市場を上回ったものの、国
内株式市場全体が大きく下落したことから、基準価額は下落しました。
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（既払分配金０円）
騰 落 率： △18.4％
（分配金再投資ベース）
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投資環境
　期初から2020年１月中旬までは、米中対立を取り巻く不透明感が和らいだことなどから、日経平均株価は一時
24,000円台を回復するなど堅調に推移しましたが、１月下旬以降、新型コロナウイルスの感染が世界的に拡大する
につれて、世界経済や企業業績に対する懸念が高まり、世界的に株式市場が大きく調整する展開となりました。日
経平均株価は期末にかけて一時17,000円を割り込みました。

ポートフォリオについて
●当ファンド
　当ファンドの主要投資対象はジャパン・セレクション・マザーファンドであり、マザーファンドの組入比率は期
を通じて高位に維持するよう運用しました。

●ジャパン・セレクション・マザーファンド
　前半は、株価上昇により割安感が後退した銘柄から、株価に出遅れ感のある景気敏感株や中小型株に一部ウェイ
トをシフトしました。後半は、新型コロナウイルスの影響を考慮して、航空機関連ビジネスへの悪影響が予想され
る部材メーカーや集客への懸念が台頭した内需株のウェイト引き下げなどを実施しました。以上の結果、機械、不
動産業、精密機器などの比率を引き上げた一方、輸送用機器、陸運業、保険業などの比率を引き下げました。

※運用状況については14ページをご参照ください。
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参考指数との差異
　当ファンドはベンチマークを定めておりません。以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数である東証
株価指数（ＴＯＰＩＸ）の騰落率の対比です。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。

分配金
　当期の収益分配金につきましては基準価額水準等を勘案し、無分配とさせていただきました。なお、収益分配金
に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）
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（2019.９.18～2020.３.17）

基準価額
参考指数

【基準価額と参考指数の対比】

今後の運用方針
●当ファンド
　当ファンドの運用方針については、引き続きジャパン・セレクション・マザーファンドを組入れることにより、
実質的な運用を当該マザーファンドにて行います。今後もマザーファンドの組入比率を高位に維持します。

●ジャパン・セレクション・マザーファンド
　国内株式市場は、世界的なコロナウイルス感染の収束が見えず目先は神経質な相場展開が想定されますが、株価
急落によりバリュエーション上の割安感が出てきたことに加え、各国が景気刺激策を打ち出す可能性があることな
どから、徐々に落ち着きを取り戻すものと見ています。引き続き、物色動向の変化に対応しながら、個別企業の競
争力や成長性といったファンダメンタルズと株価バリュエーションを総合的に判断して銘柄を選別していく方針で
す。

項目
当期

2019年９月18日
～2020年３月17日

当期分配金（税引前） －円
対基準価額比率 －％
当期の収益 －円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 16,392円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。
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■１万口当たりの費用明細

項目

第37期

項目の概要（2019年９月18日
～2020年３月17日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 187円 0.874％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は21,355円です。

（投信会社） ( 70) (0.328) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） (105) (0.492) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） ( 12) (0.055) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) 売買委託手数料 7 0.032 (ｂ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料

（株式） (  7) (0.032)
（先物・オプション） (  0) (0.000)

(ｃ) その他費用 0 0.001 (ｃ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（監査費用） (  0) (0.001) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用

合計 194 0.906
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。なお、売買委託手数料は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みま
す。

（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.76％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

運用管理費用
（販売会社）
0.99％

運用管理費用
（投信会社）
0.66％

その他費用
0.00％

運用管理費用
（受託会社）
0.11％

総経費率
1.76％
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7－　　－

■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2019年９月18日から2020年３月17日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ジャパン・セレクション・マザーファンド 34,125 95,230 129,840 364,970

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 ジャパン・セレクション・マザーファンド

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 3,951,930千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 6,728,171千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 0.58

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。
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■組入資産の明細
　親投資信託残高

期 首（前期末） 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ジ ャ パ ン ・ セ レ ク シ ョ ン ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 999,356 903,641 2,000,391

【ジャパン・セレクション・マザーファンドにおける利害関係人との取引状況等】
　期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 1,676 121 7.2 2,275 252 11.1

平均保有割合　39.5％
（注）平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 853千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 80千円

(Ｂ)／(Ａ) 9.4％
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうちこのファンドに対応するものを含みます。

■利害関係人との取引状況等（2019年９月18日から2020年３月17日まで）
【ＤＩＡＭジャパン・セレクション<ＤＣ年金>における利害関係人との取引状況等】
(1) 期中の利害関係人との取引状況

　期中の利害関係人との取引はありません。
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9－　　－

■投資信託財産の構成� 2020年３月17日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
ジャパン・セレクション・マザーファンド 2,000,391 98.2
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 36,546 1.8
投 資 信 託 財 産 総 額 2,036,938 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2020年３月17日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 2,036,938,107円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 30,436,576
ジャパン・セレクション・
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 2,000,391,531

未 収 入 金 6,110,000
(Ｂ) 負 債 35,185,185

未 払 解 約 金 11,561,319
未 払 信 託 報 酬 23,601,975
そ の 他 未 払 費 用 21,891

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 2,001,752,922
元 本 1,199,150,900
次 期 繰 越 損 益 金 802,602,022

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 1,199,150,900口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,693円

（注）期首における元本額は1,312,092,640円、当期中における追加
設定元本額は100,027,220円、同解約元本額は212,968,960
円です。

■損益の状況
当期　自2019年９月18日　至2020年３月17日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 △3,174円

受 取 利 息 251
支 払 利 息 △3,425

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △432,747,636
売 買 益 24,884,987
売 買 損 △457,632,623

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △23,623,866
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △456,374,676
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 263,585,789
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 995,390,909

(配 当 等 相 当 額) (1,508,303,884)
(売 買 損 益 相 当 額) (△512,912,975)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 802,602,022
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 802,602,022
追 加 信 託 差 損 益 金 995,390,909
(配 当 等 相 当 額) (1,508,303,884)
(売 買 損 益 相 当 額) (△512,912,975)
分 配 準 備 積 立 金 457,389,749
繰 越 損 益 金 △650,178,636

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収 益 調 整 金 1,508,303,884
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 457,389,749
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 1,965,693,633
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 16,392.38
(ｇ) 分 配 金 0
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 0
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10－　　－

■分配金のお知らせ
　収益分配金につきましては基準価額水準等を勘案し、無分配とさせていただきました。
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11－　　－

■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数

株式組入
比 率

株式先物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
(ＴＯＰＩＸ)
(参考指数)

期 中
騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
33期(2018年３月19日) 28,198 7.0 1,719.97 3.1 97.4 2.0 8,321
34期(2018年９月18日) 29,234 3.7 1,759.88 2.3 98.1 1.5 8,247
35期(2019年３月18日) 25,994 △11.1 1,613.68 △8.3 98.5 0.9 7,007
36期(2019年９月17日) 26,907 3.5 1,614.58 0.1 99.2 0.5 6,815
37期(2020年３月17日) 22,137 △17.7 1,268.46 △21.4 99.4 － 5,063

（注１）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注２）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など

同指数に関するすべての権利・ノウハウおよびＴＯＰＩＸの商標に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商
品は、㈱東京証券取引所により提供、保証または販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行または売買に起因するい
かなる損害に対しても、責任を有しません（以下同じ）。

（注３）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

ジャパン・セレクション・マザーファンド
運用報告書

第37期（決算日　2020年３月17日）
（計算期間　2019年９月18日～2020年３月17日）

　ジャパン・セレクション・マザーファンドの第37期の運用状況をご報告申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
信 託 期 間 2001年10月29日から無期限です。
運 用 方 針 信託財産の成長をはかることを目的として、積極的な運用を行います。
主 要 投 資 対 象 わが国の株式を主要投資対象とします。

主 な 組 入 制 限 株式への投資には、制限を設けません。
外貨建資産への投資は行いません。
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■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率騰 落 率 (ＴＯＰＩＸ)

(参考指数) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2019 年 ９ 月 17 日 26,907 － 1,614.58 － 99.2 0.5

９ 月 末 27,010 0.4 1,587.80 △1.7 98.4 0.5
10 月 末 28,187 4.8 1,667.01 3.2 98.3 0.5
11 月 末 28,674 6.6 1,699.36 5.3 98.8 0.5
12 月 末 29,350 9.1 1,721.36 6.6 98.7 －

2020 年 １  月  末 29,135 8.3 1,684.44 4.3 99.4 －
２ 月 末 26,299 △2.3 1,510.87 △6.4 99.1 －

（期　末）
2020 年 ３ 月 17 日 22,137 △17.7 1,268.46 △21.4 99.4 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2019年９月18日から2020年３月17日まで）

（注）組入比率は純資産総額に対する割合です。

基準価額等の推移
　当ファンドの基準価額は22,137円となり、前期末比
で17.7％下落しました。

基準価額の主な変動要因
　米中貿易交渉における部分合意を受けて米中対立を
取り巻く不透明感は和らいだものの、新型コロナウイ
ルスの世界的な感染拡大を受けて、世界経済や企業業
績への懸念が高まったことで、国内株式市場は期末に
かけて急落しました。業種配分や銘柄選択は奏功して、
ポートフォリオのパフォーマンスは国内株式市場を上
回ったものの、国内株式市場全体が大きく下落したこ
とから、基準価額は下落しました。

投資環境
　期初から2020年１月中旬までは、米中対立を取り
巻く不透明感が和らいだことなどから、日経平均株価
は一時24,000円台を回復するなど堅調に推移しました
が、１月下旬以降、新型コロナウイルスの感染が世界
的に拡大するにつれて、世界経済や企業業績に対する
懸念が高まり、世界的に株式市場が大きく調整する展
開となりました。日経平均株価は期末にかけて一時
17,000円を割り込みました。

ポートフォリオについて
　前半は、株価上昇により割安感が後退した銘柄から、
株価に出遅れ感のある景気敏感株や中小型株に一部
ウェイトをシフトしました。後半は、新型コロナウイ
ルスの影響を考慮して、航空機関連ビジネスへの悪影
響が予想される部材メーカーや集客への懸念が台頭し
た内需株のウェイト引き下げなどを実施しました。以
上の結果、機械、不動産業、精密機器などの比率を引
き上げた一方、輸送用機器、陸運業、保険業などの比
率を引き下げました。
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○業種別組入比率
期首（前期末）

業種 フ ァ ン ド ＴＯＰＩＸ(参考) 差
電気機器 20.4 14.0 6.4
情報・通信業 11.2 8.6 2.6
サービス業 9.4 5.0 4.4
輸送用機器 8.5 7.9 0.5
化学 6.7 7.2 △0.5
医薬品 5.5 5.5 △0.1
機械 4.7 5.0 △0.3
銀行業 3.9 5.9 △2.1
保険業 3.7 2.3 1.4
陸運業 3.6 4.7 △1.1
食料品 3.5 4.0 △0.4
小売業 3.5 4.8 △1.3
その他金融業 2.3 1.2 1.2
卸売業 2.1 5.0 △2.9
その他製品 1.8 2.2 △0.4
建設業 1.6 2.9 △1.3
精密機器 1.4 2.2 △0.8
証券、商品先物取引業 1.1 0.8 0.3
不動産業 1.0 2.5 △1.5
非鉄金属 0.9 0.8 0.2
鉱業 0.9 0.3 0.6
水産・農林業 0.8 0.1 0.7
繊維製品 0.3 0.6 △0.3
金属製品 0.2 0.6 △0.4
電気・ガス業 0.0 1.7 △1.7
ガラス・土石製品 0.0 0.8 △0.8
鉄鋼 0.0 0.8 △0.8
ゴム製品 0.0 0.8 △0.8
パルプ・紙 0.0 0.3 △0.3
石油・石炭製品 0.0 0.6 △0.6
空運業 0.0 0.5 △0.5
海運業 0.0 0.2 △0.2
倉庫・運輸関連業 0.0 0.2 △0.2
現金等 0.8 － －

計 100.0 100.0 －

期末� （単位：％）
業種 フ ァ ン ド ＴＯＰＩＸ(参考) 差

電気機器 20.5 14.1 6.4
情報・通信業 12.2 9.7 2.5
サービス業 8.5 5.0 3.5
医薬品 8.1 6.2 1.9
化学 7.2 7.2 0.0
機械 6.5 4.9 1.6
輸送用機器 6.2 7.8 △1.6
小売業 4.1 4.8 △0.7
銀行業 3.6 5.3 △1.8
その他金融業 2.8 1.2 1.6
精密機器 2.6 2.5 0.1
不動産業 2.2 2.2 0.0
食料品 2.2 4.1 △1.9
陸運業 2.1 4.5 △2.4
保険業 2.1 2.1 0.0
卸売業 1.6 5.2 △3.5
その他製品 1.4 2.4 △1.0
建設業 1.2 2.7 △1.5
金属製品 1.0 0.5 0.5
非鉄金属 0.8 0.6 0.1
ガラス・土石製品 0.7 0.8 0.0
証券、商品先物取引業 0.7 0.8 △0.1
鉱業 0.7 0.2 0.4
水産・農林業 0.3 0.1 0.2
繊維製品 0.2 0.5 △0.4
電気・ガス業 0.0 1.7 △1.7
鉄鋼 0.0 0.6 △0.6
ゴム製品 0.0 0.7 △0.7
パルプ・紙 0.0 0.3 △0.3
石油・石炭製品 0.0 0.5 △0.5
空運業 0.0 0.4 △0.4
海運業 0.0 0.1 △0.1
倉庫・運輸関連業 0.0 0.2 △0.2
現金等 0.6 － －

計 100.0 100.0 －

○組入上位10銘柄
期首（前期末）
No. 銘柄 組入比率(％)
１ セコム 4.4
２ ソニー 4.1
３ トヨタ自動車 3.7
４ スズキ 3.0
５ キーエンス 3.0
６ 三井住友フィナンシャルグループ 2.8
７ 日立製作所 2.7
８ 中外製薬 2.3
９ 信越化学工業 2.3
10 日本電信電話 2.2

期末
No. 銘柄 組入比率(％)
１ 中外製薬 5.4
２ セコム 4.7
３ ソニー 4.6
４ トヨタ自動車 3.9
５ キーエンス 3.4
６ ＪＳＲ 2.9
７ 村田製作所 2.5
８ オリックス 2.4
９ 三井住友フィナンシャルグループ 2.3
10 日立製作所 2.0

【運用状況】（注）組入比率は純資産総額に対する割合です。
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■１万口当たりの費用明細

項 目 当 期
金 額 比 率

(ａ) 売買委託手数料 9円 0.032％
（株 式） (9) (0.032)
（先物・オプション） (0) (0.000)
合 計 9 0.032

（注）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。比率欄は
「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額
（28,203円）で除して100を乗じたものです。なお、費用項目
の概要及び注記については５ページ（１万口当たりの費用明
細）をご参照ください。

■売買及び取引の状況（2019年９月18日から2020年３月17日まで）
(1) 株　式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

千株 千円 千株 千円
国 内 上 場 784.7 1,676,189 953.1 2,275,741(25.2) (－)
（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は、株式分割、増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

(2) 先物取引の種類別取引状況

種 類 別 買 建 売 建
新 規 買 付 額 決 済 額 新 規 売 付 額 決 済 額

国
内

百万円 百万円 百万円 百万円
株 式 先 物 取 引 17 51 － －

（注）金額は受渡代金です。

今後の運用方針
　国内株式市場は、世界的なコロナウイルス感染の収束が見えず目先は神経質な相場展開が想定されますが、株価
急落によりバリュエーション上の割安感が出てきたことに加え、各国が景気刺激策を打ち出す可能性があることな
どから、徐々に落ち着きを取り戻すものと見ています。引き続き、物色動向の変化に対応しながら、個別企業の競
争力や成長性といったファンダメンタルズと株価バリュエーションを総合的に判断して銘柄を選別していく方針で
す。
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■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 当 期

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 3,951,930千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 6,728,171千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 0.58

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。

■利害関係人との取引状況等（2019年９月18日から2020年３月17日まで）
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 1,676 121 7.2 2,275 252 11.1

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 2,160千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 204千円

(Ｂ)／(Ａ) 9.4％

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。
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銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
水産・農林業（0.3％）
マルハニチロ 8.4 － －
サカタのタネ 8.7 5.8 15,341
鉱業（0.7％）
国際石油開発帝石 52.6 58.8 32,933
建設業（1.2％）
安藤・間 62.7 35.8 23,055
西松建設 14.6 12.3 24,341
住友林業 － 13.5 14,958
九電工 8.4 － －
食料品（2.2％）
日清製粉グループ本社 44.8 13 20,488
キユーピー 21.9 － －
ハウス食品グループ本社 22.9 28.9 90,601
繊維製品（0.2％）
ワールド 10 5.3 8,564
化学（7.2％）
クレハ 3 － －
石原産業 14.9 － －
信越化学工業 13.3 10.9 100,628
エア・ウォーター 28 － －
ＪＳＲ － 93 147,591
三菱ケミカルホールディングス 81.1 － －
住友ベークライト 11.1 － －
日油 11.9 10.1 30,956
第一工業製薬 － 5.5 18,397
クミアイ化学工業 64.2 56.4 35,757
信越ポリマー － 39.7 30,767
医薬品（8.2％）
武田薬品工業 11.9 － －
日本新薬 6.1 3.2 21,792
中外製薬 20.5 24.7 273,058
ＪＣＲファーマ 2.3 4.4 34,760
第一三共 14.3 14.4 82,684
ガラス・土石製品（0.7％）
ニチアス － 20.4 37,209
非鉄金属（0.8％）
住友金属鉱山 17.7 18.5 39,136
金属製品（1.0％）
ＬＩＸＩＬグループ 6.2 － －

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
リンナイ － 7.5 50,625
機械（6.6％）
ディスコ 1 2.6 50,544
ＳＭＣ 1.5 1.5 60,945
ＴＯＷＡ － 21.5 14,577
ハーモニック・ドライブ・システムズ 10.6 11.5 47,092
アイチコーポレーション 40.2 37.3 20,813
ダイキン工業 8.6 7.9 95,511
ＩＨＩ － 11 14,883
スター精密 21.4 24.4 26,498
電気機器（20.6％）
日立製作所 44.8 35.3 102,352
富士電機 26.6 25.4 52,451
安川電機 15 8.9 22,063
日本電産 3 1.8 19,422
日本電気 8.4 5.6 18,844
電気興業 7.8 7.4 16,442
アンリツ 19.4 23.7 43,631
ソニー 42.9 40.1 233,903
ＴＤＫ 6.6 8.8 66,704
アドバンテスト 3 6.8 27,302
エスペック － 4 6,004
キーエンス 3 5.6 171,584
浜松ホトニクス 17.4 19.3 75,945
村田製作所 29.6 27.2 127,976
ＳＣＲＥＥＮホールディングス 8.6 － －
東京エレクトロン 3.5 2.9 52,069
輸送用機器（6.2％）
豊田自動織機 18.5 6.5 29,802
東海理化電機製作所 － 16.7 21,192
トヨタ自動車 34.1 31.3 199,068
スズキ 47.7 21.3 62,973
精密機器（2.6％）
ＨＯＹＡ 10.3 9.6 81,878
メディキット － 3.1 17,949
ニプロ － 34.1 33,008
その他製品（1.4％）
ブシロード 12.9 － －
バンダイナムコホールディングス 6.2 5.5 26,917
トッパン・フォームズ － 47.2 41,677

■組入資産の明細
　国内株式
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銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
フジシールインターナショナル 17.5 － －
陸運業（2.1％）
東急 59.4 54.7 86,426
西武ホールディングス 42.7 15.7 18,761
ＳＧホールディングス 16.4 － －
情報・通信業（12.3％）
Ｕｂｉｃｏｍホールディングス － 23.5 28,999
ＵＵＵＭ 5.8 － －
チームスピリット 14.7 － －
リックソフト 7.2 7.9 33,930
ＢＡＳＥ － 7.9 7,157
メドレー － 9.8 15,072
オービック 5.1 5.5 76,285
伊藤忠テクノソリューションズ － 14.3 36,936
東映アニメーション 5.7 6.1 24,003
デジタルガレージ 12.3 12.5 35,975
ウェザーニューズ 8.6 9.6 30,048
日本電信電話 28.5 42.8 98,825
東宝 18.1 － －
エヌ・ティ・ティ・データ 44 49.3 49,398
カプコン 21.1 23 63,664
コナミホールディングス 12.2 13.5 39,582
ソフトバンクグループ 22.9 21.6 78,688
卸売業（1.6％）
三菱商事 48.1 6.9 15,842
イエローハット 2.9 16.8 21,890
スズケン － 12.9 44,247
小売業（4.1％）
ウエルシアホールディングス 12.7 7.4 45,584
コスモス薬品 2 1.8 40,176
スシローグローバルホールディングス 10.5 6.6 36,036
パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 27.6 35.3 63,893
サンドラッグ － 7.1 22,684
銀行業（3.6％）
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 134.4 159.4 62,516
三井住友フィナンシャルグループ 49.5 44.4 118,170

証券、商品先物取引業（0.7％）
ＳＢＩホールディングス 30.9 24.1 35,186
保険業（2.1％）
ＳＯＭＰＯホールディングス 14.1 － －
第一生命ホールディングス 43.9 25.9 27,648
東京海上ホールディングス 19.2 17.8 76,646

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
その他金融業（2.9％）
アイフル 151.1 104.6 23,221
オリックス 69.3 88.2 120,304
不動産業（2.2％）
住友不動産 16.9 29.2 71,394
イオンモール － 31.8 40,449
サービス業（8.5％）
メンバーズ 23 17 19,958
ラウンドワン 40 － －
楽天 29.2 － －
アイ・アールジャパンホールディングス 7.5 9.1 46,228
フリークアウト・ホールディングス － 5.6 4,524
リクルートホールディングス 34.6 37.8 102,286
キュービーネットホールディングス 9.7 6 9,786
スプリックス 14 － －
フィードフォース － 4.9 8,535
リログループ 11.6 － －
セコム 31.3 30.9 238,331

千株 千株 千円

合 計
株 数 ・ 金 額 2,190.3 2,047.1 5,034,972
銘柄数<比率> 93銘柄 93銘柄 <99.4％>

（注１）銘柄欄の（　）内は、期末の国内株式評価総額に対する各業
種の比率です。

（注２）合計欄の<　>内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率
です。

（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。
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■投資信託財産の構成� 2020年３月17日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 5,034,972 98.8
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 63,399 1.2
投 資 信 託 財 産 総 額 5,098,372 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2020年３月17日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 5,098,372,024円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 24,388,380
株 式(評価額) 5,034,972,360
未 収 入 金 34,557,484
未 収 配 当 金 4,453,800

(Ｂ) 負 債 34,573,681
未 払 金 28,463,681
未 払 解 約 金 6,110,000

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 5,063,798,343
元 本 2,287,442,336
次 期 繰 越 損 益 金 2,776,356,007

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 2,287,442,336口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 22,137円

（注１）期首元本額 2,532,930,233円
追加設定元本額 34,125,680円
一部解約元本額 279,613,577円

（注２）期末における元本の内訳
ＩＢＪＩＴＭジャパン・セレクション 1,307,808,452円
ＤＩＡＭジャパン・セレクション＜ＤＣ年金＞ 903,641,655円
ＤＩＡＭ世界６資産バランスファンド 75,992,229円
期末元本合計 2,287,442,336円

■損益の状況
当期　自2019年９月18日　至2020年３月17日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 62,606,648円

受 取 配 当 金 62,610,400
そ の 他 収 益 金 8,042
支 払 利 息 △11,794

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △1,122,959,733
売 買 益 224,229,632
売 買 損 △1,347,189,365

(Ｃ) 先 物 取 引 等 取 引 損 益 2,422,680
取 引 益 2,422,680

(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △1,057,930,405
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 4,282,418,515
(Ｆ) 解 約 差 損 益 金 △509,236,423
(Ｇ) 追 加 信 託 差 損 益 金 61,104,320
(Ｈ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 2,776,356,007

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 2,776,356,007
（注１）(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引損益は期末の

評価換えによるものを含みます。
（注２）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。
（注３）(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
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